
令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人谷川学園  こみね星ヶ丘幼稚園 

１．本園の教育目標 

  じりつする子ども 

  すこやかなからだの子ども 

  ゆたかな感性を持つ子ども 
 

 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

   本園の教育理念を理解し、自己点検・自己評価の内容を深め、保育の質の向上に努める。幼児の話をよく

聞き思いを受けとめる。幼児の人権を大切にする。保護者には、こまめに園での様子を伝え信頼関係を築く

ことを目標とした。 
 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 
評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

５．今後取り組む課題 

 

 

６．学校関係者評価委員会の評価 

コロナ禍が続く中、今まで通りの活動が行うことが難しい中、感染対策を取りながら、行事を増やしてこられたことは、

とても良いことだと思います。行事が増えることにより園での子どもたちの様子がわかるようになり、教諭とのコミュニケ

ーションもとりやすくなったと思います。これからも、感染対策を取りながら、子どもたちがのびのび、そして生き生き 

できる保育を目指して頂きたいと思います。チーム星ヶ丘幼稚園で頑張ってください。 

 

委員会実施日  令和 ５年 ３月 １８日 

            

 

学校関係者評価委員   

              

学校関係者評価委員   

 

学校関係者評価委員   

 

学校関係者評価委員   

 

評価内容 評価 評価の理由や取り組み内容 

保育の計画性 Ａ 園の教育理念を理解し、学年ごと足並みを揃え保育計画を立てる 

幼児への対応 Ｂ 子ども人権を尊重し、考えに共感しながら幼児と一緒に活動する 

保護者への対応 Ｂ 保護者と密に連絡を取り合うことと、依頼や伝言などにきちんと対応する 

評価 理由 

 

Ｂ 

 

子どもの人権を尊重することを常に意識し、言葉遣いや幼児への態度に気をつけることができ

た。今年度もコロナ、インフルエンザウイルス感染症のため、行事などが変更になることがあっ

たが、感染症対策を行いながら開催することができたことが、保護者とのコミュニケーションが

とりやすくなった 

課題 具体的な取り組み方法 

自己点検・自己評価 項目の内容を深め、保育者一人一人が項目内容を身になるものにする 

幼児への対応 子ども主体の保育を柱とし、発達に応じた保育や対応を行う 

保護者への対応 保護者と接する時には、積極的にコミュニケーションをとる 


